
総合学習「宿泊学習」の実践ノ

兼　桝　　　透

1.総合学習「宿泊学習」の位置づけ

本学級では,従来ある生活単元学習,学級行事を検討,再構成し,総合学習として展開してい

る。(初等教育53号参照)その中の一単元として「宿泊学習」がある。

2.実践例「宿泊学習」

本単元は,ここ数年間年3回実施してきた。単元での活動を通して児童の持つ生活課題,家庭で

の指導課題を明確にし,指導に生かしてきた。最近三年間では,第1,2回の宿泊を校内で行い,

第3回の宿泊を高学年児童の校外での宿泊行事での事前学習として位置づげ,校外施設を利用し,

実施してきた。さらに本年度は,三回の宿泊学習の内容をそれぞれに整理し、発展させ実施した。

(1)単元設定の理由

○　家庭から離れて学校に友だちと泊まることは,子どもたちにとって楽しみなことである。何

日も前から一緒に泊まる友だちのことを気にしたり,荷物を確かめたりする。宿泊学習では,

身辺処理,集団活動といった児童の生活上の課題を数多く設定することができ,それらを解決

する必要感を児童に持たせやすい。具体的な体験の積み重ねにより,「自らの手で生活してい

こうとする子ども」を育てていくことができると考えている。

○　宿泊学習に関する児童の実態を捉える視点として生活(身辺処理,態度),集団(集団活動

の意識,ルールの理解),健康(安全な行動への意識,体調)を考えている。生活と健康に関

することについては,毎年保護者に協力してもらい把握している。

課題としては,生活面では持ち物の取り扱い,入浴や睡眠に関すること,集団面では係や仕

事分担,遊びに関することなどが考えられるが,個別に課題設定をしている。

○　宿昭学習は年3回(6月,10月,11月)計画,実施している。6月は新しい集団の人間関係

を密にし,進級した上級生が過去の経験を生かせるように配慮している。10月は活動内容をで

きるだけ児童に選択,決定させ,11月は校外の施設での宿泊など内容に発展をもたせるように

している。また,1年生から6年生までのたて割りで2グループに編成することで,児童同志

のかかわりの中で課題に取り組ませたい。高学年で参加する「海の学習」,「山の学習」,「修

学旅行」など宿泊を伴う学習と関連した指導もこの単元の中で考えていきたい。

(2)指導目標

1.家庭から離れて生活することにより,心理的な自立と生活を処理する知識,技能の定着,

発展を図る。

2・宿泊を伴う共同生活を通して,集団活動の翠しきとそのきまりを体得させるとともに交

友関係を深める。

(3)グループ編成

学級の児童数は,15名(男子9名,女子6名)で,学年も1年生から6年生に渡り,身辺処理

の能力の実態も,ほとんど一人でできる児童から介助を要する児童まで様々である。そこで,宿

泊学習を実施するにあたっては,第1回目は,高学年児童が,低学年児童のモデルになるような

組み合せで,第2,3回目は,高学年がリーダーとして活動できるよう児童同士の人間関係に着

目し,2グループに編成した。
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(5)日程案

第1回目

学　 習　 活　 動 指導事項 お よび留意点 ・ ( ) は学習場所 準　 備　 物

14 : 00

・部屋 のそ うじ

(合同教室) ・荷物 を入れ

・荷物 を持 って合同教室に集合す る。 るカ ゴ

・合同教室を片づけ る。 ・名簿

・着がえ ・ふ だん着に着がえ る。 ・お金 を入れ

・荷物調べ ・荷物を出 して, 持 ち物表を見 てチ ェックしなが らカ ゴに入れ る。 る箱

・お金集め ・児童係が, 名簿にチ ェックしなが らお金を集め る。 、・宿泊学習 ノ

・買い物 の相談 買い物 カー ドで各 自の買 う物 を決 める。 ー ト

・買い もの カ

ー ド

15 : 00 ・スーパーに買い物

(スーパ ーおお うち)

・ナ ップサ ッ・通学用 の靴 で買い物 に行 く。

・買い物 カー ドを持つ。 ク

「スーパ ーでの注意 ・買い ものカ

■ カー ドの品物だ けを買 うこと。 - ド

■低学年 を中心 に指導 者がつ く。 ・箱

・買った ものをで きるだけ持 って帰 るよ うにす る。

※往復途上 での交通 安全 指導

16 : 00

・夕食の調理

(家庭科 教室) ・電気釜

・エプ ロンをつけ, 手を きれ いに洗 うこと。 ・な　 べ

・刃物 ・ガ スな ど, 危険を伴 うものの扱 いにつ いて注意。 ・ふ きん

・夕食 ・包丁は指導者 が管 理で きる数だけ使用す る。 (教本) ・スプン

・あ とかたづけ ・調理後 , で きあが るまではテ レビなどを見 る。 ※そ の他は,

・片づけ は分担 して全員に させ る。 家庭科室の

備品

18 : 30
・入浴 (校内)

・家庭に電話

(浴室/ 教材室 )

・ナイ ロ二/袋・入浴 は男女別 と して, 順番は くじや じゃんけ んで決める。

・入浴 の準備は, ナ イ ロン袋を使 って全員す る。 着替 の下着

・電 話はで きるだけ 自分で ダイ ヤルす る ように させ る。 を入れ る

・入浴 と電 話は同時に進行す る。 ノくンツ

・入浴指導 1 名 シ ャツ

※指導者 の分担 ・電話援助 1 名 タオル

・合 同教室 1 名 ・扇 風機

・フ リー　 1 名

19 : 30 ・夜のつ どい

(合 同教室 , 中庭)

・事 前に話 し合 って, 何をす るか決め てお くように させ る。

20 : 30

・就寝 準備 (合 同教室 ) ・布　 団

ふ とんを敷 く ・布 団は, 指導者 が位置を決めて敷 く。 (男女別の配置) ・ま くら

歯みが き ・シー ツ, まくらカバ ーは 自分で準備 させ る。 ・ス ライ ド

用便 ・反省は 1 日の行事 を質問 してそれに答 える形式 で行 う。 ・ス ライ ド

・お話 (スライ ド) 自分 の布団にすわ って, お話や反省をす る。 プ ロジ ェク

・1 日の反省 ・就寝前 の用便 を確 認す る。 ター

21 : 00
・就寝 , 消燈 ・常夜燈 は消 さないでお く。 (蚊 と り線香)

・出 口は 1 ヵ所 (暗幕をは さんでお く) に してお く。

6 : 00

6 : 30

7 : 00

・起床 , 洗 面 (合同教室)

・朝食 ・起床後, シー ツ, ま くらカノミーを片づけ , 体操 服に着替え る。

7 : 30

8 : 00

8 : 30

・荷物 の片 付け

・部屋 のそ う じ

・平常 の授 業

・食事後, 各 自の荷物 整理をす る。
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第2回目

学　 習　 活　 動 指 導 事 項 お よび 留 意 点 ・ ( ) は 学 習 場 所 準　　 備　　 物

10月 11 日 ・荷 物調 べ カ ェ ル ・‥ (合 同 教 室 )　　 ご ほ ん … (養 護 3 組 教 室 ) ・荷 物 を いれ る か ご

10 : 0 0 ・お 金 あ つ め ・荷 物 を 持 って グル ー プ毎 に集 合 す る。 ・児 童 名 簿

・お 米 あ つ め ・荷 物 を 出 して , 持 ち物 表 を見 て チ ェ ック しな が らか ごに 入れ させ る。 ・計 数 盤

・買 物 相 談 ・係 の児 童 が , 名 簿 に チ ェ ッ ク しな が らお 金 とお 米 を 集 め る。 ・お 金 を 入 れ る 箱

・ リー ダー が 中 心 とな って , 各 自 の 買 う物 を 決 め る。 ・買 物 カ ー ト

11 : 0 0 ・ス 一一ノ1 - に 買物 (ス ー パ ーお お うち ) (フ レス タ) ・買物 カ ー ド

・グル ー プ毎 に 行 き先 を 決 め る。 ・笛

・買物 カ ー ドを 持 っ て 買 い に 行 く。

・財 布 , ナ ップサ ッ クは 各 児 の もの を 使 用 す る。

12 : 0 0 ・給 食 ・グル ー プ 毎に 食 べ る。

13 : 3 0 ・掃 除 ・い つ もの 掃 除 場 所 で清 掃 す る 。

14 : 0 0 ・遊 び ・グル ー プ毎 に場 所 と内容 を , 事 前 に 話 し合 っ て 決 め る。

15 : 0 0 ・調 理 (家 庭 科 室 ) ・電 気釜

・刃 物 , ガ ス な ど危 険 を 伴 うもの の 扱 い につ い て 注 意 す る。 ・鍋

・包 丁 は 指 導 者 が管 理 で き る数 だ け 使 用 す る。 ・ス フー :/

※ そ の他 は家 庭 科 室

の 備 品

16 : 3 0 ・入 浴 準 備 ・着 替 え袋 に準 備物 を 入 れ させ る。

17 : 0 0 ・入 浴 (一 乃 湯 )

・入 浴 時 の マ ナ ーを 守 らせ る。

・お 金 (10 0 円 ) は , 各 児 で 払 わ せ る。

・入 浴 後 は 普段 着 を 着 用 させ る。

18 : 0 0 ・夕 食 (家 庭 科 教室 )

・後 か た づ け ・食 事 係 の 児 童 が 中 心 とな って , み ん な で 配膳 させ る。

・後 か た づ け は , 全 員 で 分 担 して行 う。

19 : 0 0 ・夜 の つ ど い (体 育 館)

・レ ク リェ ー シ ョ ン係 ( 3 組 児 童 ) が事 前 に 話 し合 って 活 動 内 容 を 決 め

て お く。

20 : 3 0 ・就 寝 準 備 男 児 … (合 同 教 室 )　　　 女 児 ‥・(養 護 3 租 教 室 ) ・布 団

・家 庭 に電 話 ・就 寝 準 備 と電 話 は 同 時 に進 行 す る。 ・ま くら

・シー ツ, ま くら カバ ーは , 各 児 で準 備 させ る 。

・就 寝 前 の 用 便 の 確 認 を す る。

2 1 : 0 0 ・就 寝 ・3 組 の 児 童 は 反 省 会 を も ち, 22 : 0 0 に就 寝 す る。

10月 12 日

6 : 0 0

・起 床 ・洗 面 ・起床 後 , 布 団 を 片 付 け , 体 操 服 に 着替 え させ る。

7 : 0 0 ・朝 食 (家 庭 科 室 )

・朝 食 は パ ン, ヨー グル ト, 10 0 円 まで の 飲 物 とす る。

8 : 0 0 ・荷 物 の 片 付 け カェ ル ‥・(合 同 教 室 )　　　 ご ほ ん … (養 護 3 組 教 室 ) ・買物 カ ー ト

・反 省 ・係 の 児 童 を 中 心 に荷 物 調 べ を しな が ら片 付 け させ る。

・活 動 を 振 り返 りなが ら, 宿 泊 ノ ー トに 記 入 させ る。

9 : 0 0 ・発 表 会 (合同 教 室 ) ・宿 泊学 習 を 録画 し

・ビデ オを 見 な が ら, した こ とを 発 表 させ る。 た ビデ オ テ ー プ

10 : 0 0 ・解 散 ・各学 級 に 戻 って平 常 の授 業
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第3回目

学　 習　 活　 動 指　 導　 事　 項　 お　 よ　 び　 留　 意　 点 準　　 備　　 物

11月 8 日 合同教室

12 : 30 ・荷物 を持 って, 各組 ごとに集合す る。 (制服 , 制 帽)

・荷物調 べは午前中に各組 で行 う。

・トイ レと, お金のチ ェックをす る。

13 : 00

14 : 20

・バ ス停 まで歩 く ・歩 く時 は 2 人組で歩かせ , 歩 行の仕方 や道路 の横断の仕方に気をつけ さ

・広電バ スに乗 る。 せ る。

・出汐で赤 バスに乗 ・ノミスの中では静か にさせ る。 ・ノミス賃は各 自で払わせ る。

りかえ る。

・ヨ亀西顧寺前で下車

・緊急時 のために車を 1 台 用意 し, 一緒 に走 る。

15 : 30 ・入所式 ・グル ープ毎に並んで話 を聞 く。

15 : 50 ・着がえ ・部屋の ドアに顔写真 と名前の カー ドをは ってお く。

・荷物の整理 ・体操 服 (長袖, 長 ズボ ン) に着が え させ る。

・寝具 の準備 ・各部屋の ロッカーを使 用 して荷物 の整理を させ る。

・寝 具の準備はで きるだけ 児童 にさせ る。

・枕 カノミ一,シーツ,も、うふ はそれぞれ の係の児童が グループの児童 に配 る。

16 : 30 ・ウ ッ ドペ ンダ ン ト ・グル ープ毎に集 まって作 る。 ・ひ も ( 1 m )

をつ くる。 ・作品例を見せて, つ く りたい とい う意欲を高め る。 ・サ ン ドペ ーパー

・ポスターカ ラー

・水

17 : 30 ・夕食 ・食事係の児童は テーブルをふ く。 ・テーブル用

・配膳は高学年児童が中心 とな ってみんなで行 う。 ぞ うきん

・後片付けはみん なで させ る。

18 : 30 ・キャンドルサービス ・指 導者が 1 名火 の女神 に扮 す る。 ・ロー ソク

・キ ャン ドルサ ー ビスの内容は レク リエ ーシ ョン係 の児童 ( 3 組) が事前 (大 ・中)

に考え, 準備 して お く。 ・衣裳

・司会 も レ身リェーシ ョン係の児童が行 う。 ・カセ ッ トデ ッキ

・7~- フ

・レクリェー シ ョ

ソ用 具

19 : 30 ・星の観察 ・屋上 で行 う。 ・天体望遠鏡

・寒 いので防寒着を着用 させ る。

20 : 00 ・入　 浴 ・入 浴時 のマナ ーを守 らせ る。 ・児童 名簿

・電　 話 ・着 がえ袋の使用の徹底な はかる。

・入浴後 , 後片付けが終わ った児童 か ら家に電話を させ る。

(ホールの公 衆電話使用)

21 : 00 ・就　 寝 ・就寝前 の歯 みが きと用便 の確 認をす る。

・2 組 , 3 組 の児童は反省会 を もち, 22 :0 0に就寝す る。

11月 9 日 ・起　 床 ・起床後布 団を片付け, 体操服 に着が え させる。

6 :3 0 ・係 の児童は シーツ, も うふ, 枕 カノミ- を回収す る。

7 : 30 ・朝のつ どい ・班長が前 に出て校旗 とグループ旗を掲揚 する。 ・校旗

・ラジオ体操 をする。 ・グループの旗

・ラジオ体操テープ

・カセ ッ トデ ッキ

8 : 00 ・朝　 食 ・朝食後荷物 の後片 付けを させ る。 ' 言え プル用ぞ う

9 : 00 ・フィール ドアス レ ・おやつの準備を し, トリムの前に飲 ませ る。 ・おやつ用

チ ック ` ・体 育館で トリムを行 う。 、ナン′ユ- ス
10 : 00 ・着が え ・制服 に着がえ させ る。

10 : 30 ・退所式 ・少 年 自然の家の先生 のお話を聞 き, 挨拶 をす る。

11 : 00 ・退　 所 ・2 人組 で歩かせ る。

・バス停 まで歩いて

赤 バスに乗 る。

・県庁 で解 散

・県庁で解散後の帰路については事前に保護者 と連絡 を とって決 めてお く。
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(7)指導の実際

以下に,三回の宿泊学習における特徴的な事柄を記す。(日程案参照)

①第1回宿泊学習

第1回目の宿泊学習では,学級児童を2グループにわけ,1グループずつ日をかえて宿泊を行った。

ア,宿泊ビデオづくり

第一回目の宿泊学習を行うにあたり,高学年児童(高学年組5・6年生)が,高学年としての意

識をより高めて行くために,「低学年児童(特に1年生)に教えてあげる。」という設定のもとに,

高学年児童出演で,宿泊学習の流れを示すためのVTRを作成し,学級全体の場で発表した。

ィ,宿泊学習ノート(資料参照)

学習を進めるにあたっては,児童の理解力,表記の実態に応じた三段階の「宿泊学習ノート」を

用意した。学習ノートは,約2週間にわたる単元の中で使用するので,児童の関心の持続,使用頻

度の面から考え,児童の喜ぶ「本」の体裁でB5版の大きさとし,背はりをつけて製本した。用紙

は上質紙を使うことで,消しゴムで誤りを修正したり,いろ鉛筆で着色しやすいようにした。

同じグループの児童を書き込む欄には,児童の顔写真シールが貼れるようにし,表現にはイラス

トを多用した。

この「宿泊学習ノート」は,第1回目だけではなく,内容を変え,第2回,第3回の宿泊学習で

も使用した。

ウ,係活動

宿泊学習のなかで,.どの児童のも活躍の場が保障されていな

ければならない。また活躍するためには,わかりやすい活動が

用意されていなければならない。そこで児童に,「はんちょう」

「おこめあつめ」「にもつしらべ」「そうじき」「ふろあらい」

「じゅんび(調理器具の準備)」の7つの係を提示し,各グルー

プごとに決定させた。

エ,買物・調理

買物は,学校近くのスーパーマーケットに行った。

をするものは児童に決めさせ,写真カードを手渡し,

るだけ自分で買物ができるようにさせた。

物買

でき

支払いも,一人でさせるようにした。

夕食は,調理のしやすさから,「カレーライス」「ツナ

サラダ」「フルーツポンチ」と指定した。このメニューは

過去何度も繰り返しているもので,高学年児童は,材料,義

用具など作るのに必要なものがよくわかっており,自信を

持って作れる献立でもある。

オ,遊び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くかいもの〉

遊びは,児童のリクリェーショ′ンにも発展していくものであるが,第1回ということもあり,児

童のよく知っている遊び,「はなび」「やきゅう」「はんかちおとし」「かくれんぼ」の四つを提示し,

グループごとに2つを決めさせた。

カ,宿泊ニュース

2グループの宿泊学習が終了後,宿泊学習を振り返るた捌こ各クラス(低学年組・中学年組・高

学年組)で,宿泊学習の写真をもとに,宿泊学習のニュースづくりを行った。

②第2回宿泊学習
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第2回目の宿泊学習は,活動のダイナミック化を計るため,2グループ同時に実施した。また活動

時間も午前中から十分にとり,活動内容も第1回目の宿泊学習をもとに,児童の自主性,主体性を

育てるため,児童だけで決定し,活動できる場面を多く設定した。

グループ意識を高めるために,宿泊学習中の活動はグループで活動することとした。

また,第3回目への発展も考え公共の施設(銭湯)を利用した。

ア,がんばること

宿泊学習を行うにあたり,今まで児童にとってわかりにくかった目標を整理し,

・に もつ の じゅんび ほ じぶ ん で しよ う

・あ とか たづけ は, きちん としよ う
・かか りの しご とを がん ばろ う

・ひ と りでか らだ をあ らお う

と具体的なものとし,自己評価できるように自己評価表を作り,自己評価出来るようにした。

ィ,係活動

係活動は,銭湯を利用することもあって,第1回目の係から,「ふろあらいがかり」をなくし,

公共の施設利用のための前段階として「じゅんびがかり」を「しょくじがかり」に変更した。また,

新たに「レクリェーションがかり」をつくり,高学年組児童が,他の係と兼任する形で,行うよう

にした。

ウ,グループ名・グループ旗

それぞれのグループ意識を高めるために,グループ名を児童に決定させた。話し合いにより、

「ごほん」「かえる」とういうグループが決定した。

グループ名決定後,各グループでのグループ旗をつくった。

ェ,リクリェーション係

宿泊学習におけるリクリェーションを高学年児童が担当することにし,学級(高学年組)で事前

に準備した。

過去の学習の経験から,話合いで「○×クイズ」「フォークダ

ンス」をすることになった。これに加え,教師が「フルーツバ

スケット」というゲームを指導し,3種類のレクリェーション

をすることになった。

高学年組児童6人が,二人ずつの組になり,それぞれ一つず

つのレクリェーションを受持ち,準備をした。「○×クイズ」

では,○と×の札を作り,クイズを考え,空かんなどを利用し

て優勝者用のトロフィーを作った。「フォークダンス」担当の　　　　くゲームをする〉

児童は,休憩時間に音楽担当の教師にカセットテープを借りに行き,踊りを教わった。「フルーツ

バスケット」担当の児童は,児童の人数分の果物カードを用意し,ゲームの仕方,説明の仕方を練

習した。

準備できた後,学級(高学年組)でリノ、-サルを行い,宿泊学習に臨んだ。

オ,買物

夕食材料,朝食の購入の店もグループ毎に決めさせ,高学年児童先導で買物に行った。買物終了

後,グループごとに給食を食べた。

カ,遊び

午後からの遊びも内容,場所を各グループに決めさせ,遊びに出かけた。それぞれ馴染みのある

公園を選び,鬼ごっこや,野球,アスレチックなどを行った。
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キ,入浴

入浴は,学校近くの銭湯を利用した。ここでは男女を

意識させるために,男女別グループにし,それぞれの高

学年児童を先導させた。

着替えにあたっては,着替え袋を用意させ,校外に宿

泊に行くときと同様の手順で,着替えさせた。

ク,夜のつどい

体育館で,レクリェーション係の司会で,あらかじめ

係が計画しておいた通りに活動を行った。

ケ,高学年組の反省会

低,中学年が就寝した後,高学年組の児童を集め反省会を行った。反省会の内容は;一日の活動

を振り返るものとした。

コ,発表会

2日目に宿泊学習中の活動を記録したVTRをもとに,「他のグループに教えてあげる」という

設定のもとに,活動の発表会を行った。

③第3回宿泊学習

第三回目の宿泊学習は,校外の施設(広島市三滝少年自然の家)を利用しての宿泊学習とした。

何度か経験している高学年児童は,過去の経験を生かし活動した。ここでの活動は,学校行事の宿

泊をともなう学習に準じた形で行った。

ア,グループ編成

宿泊グループは,活動(日程表参照)がグループ単位で主体的に行えるよう児童相互の関わりの

面に視点をおき構成した。第2回目と同じようにグループ名,グループの旗等を児童に決めさせる

ようにした。児童から出てきたグループ名は「アンパンマン」と「ノミイキンマン」である。

ィ,係活動

係活動は,施設を利用するために必要な係があり,また5

・6年で行う宿泊を伴う学校行事の事前学習の意味も含め,

前2回の宿泊学習とは全く違う係を設定した。係名は「班長」

「シーツ」「まくらカノミー」「ほうふ」「食事」「おふろ」

「レクリェーション」である。なお「レクリェーション」は,

前回と同じく高学年組が担当することにした。

ウ,活動場所

宿泊場所における活動,部屋割は男女別とし,それぞれの

グループで活動できるようにした。

エ,レクリェーション

レクリェーションの内容は,第2回目の宿泊学習と同じよ

うにしたが,さらにキャンドルサービスを行い,儀式的なこ

とも加えた。

オ,反省会

反省会では,中・高学年児童がその日を振り返り,日記を

書いた。

カ,宿泊ニュース
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(8)宿泊評価表

学習の後,以下に示すような評価表に児童の様子を記録していった。

年度「宿泊学習」評価表(　　　)(A)進んでできる　(B)指示などがあれはできる　(C)介助があれはできる

月　　　 日 月　　　 日 月　　　 日 課　　　 題

個　 人　 目　 標

係　 の　 仕　 事

基

本

的

生

活

習

慣

衣

服

衣服の着脱

衣服の調節

排

泄

トイレの使用

時間

手洗い

就

寝

静かに寝る

寝起きの時間

寝具の準備 ・後始末

食

事

食べる速さ

食事のマナー

好き嫌い

洗

面

洗面

歯磨き

タオルの使用

入

浴

準備

身体の洗い方

着替えの後始末

入浴のマナー

整

理

整

頓

持ち物の整理

衣服の後始末

履物をそろえる

後かたづけ

日

常

生

活

買

物

必要な物と数量

お金の管理

健

康

体調を知らせる

健康安全への態度

電

話

番号

対応の仕方

校

外

交通機関の利用の仕方

公共施設の利用の仕方

器

日
フ'1く

包丁 ・ガスコンロの扱い

準備 ・後始末

凋

理

配膳の準備 ・配膳

調理の分担

興味 ・関心

意 志

交 換

あいさつ

伝言 ・意志表示

集

団

参

加

話し合いへの参加

遊び

集団行動

きまり

役割

備　　　　　　　 考
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3.考察

(1)・活動の見通し

宿泊学習では,年3回の活動を行うものの,内容は,ほとんど同じである。この同じことのの繰

り返しは,高学年になればなるほど定着する。その結果,児童にとっては,次になにをするか。何

をしておけばいいかが明確になり,活動しやすくなる。今回も荷物の準備や係の仕事,調理活動な

ど過去の経験をもとに自発的に行動することができた。

活動に見通しが持てるため,児童にとっても余裕があり,発展性をもたせることが出来た。今回

の学習では,レクリェーションを児童中心に運営させた。こういった新しい取り組みが出来たのも

高学年児童にとって「宿泊学習」が過去の経験を通じて十分に理解されていたためであると考え

る。

レクリェーションに関しては,2回,3回と同じ活動をしたが,その結果,低,中学年の児童も

しっかりとレクリェーションを楽しめるようになっていった。このような1年間における繰り返し

も高学年児童だけではなく,他の児童にとっても有効であった。

(2)児童の主体性

今回の学習では,児童の主体的な活動にしようと,第2,3回目の活動に児童の話し合いによる

決定を取り入れた。
ノ

グループ名を決定したり,グループ旗を作成したことは,グループの意識を高めるのに非常に有

効だった。第2回目のグループ名を決定した際には,「かえるグループ」から自発的に「かえるの

うた」の合唱が始まり,グループ歌となった。低学年児童にとっても「○○グループ」というのが

嬉しかったようで,「先生,ぼく○○グループよ」という声が上がってきた。

また,話し合いということになると高学年児童中心の活動になりがちであるが,遊びなど具体的

で,児童の活動に密着したものを決めさせることで,低学年児童も話し合いに参加することができ

た。

買物の場所も児童に決定させた。児童からは,他の学習で買物をしたことのある店や,登下校路

で見かける店など自分の知っている店を提案した。自分が知っている店に買物に行くことで「私が,

おしえてげる。」等の発言があり,活動に主体的にかかわることができた。

今回,児童にとって非常に具体的な話し合い活動を取り入れたことは,主体的に活動に取り組ま

せるために有効だったと考える。

(3)グループ編成

グループ編成にあたっては,2タイプの課題によるグ

ループ編成を行った。第1回の生活面に着目したグルー

プ編成では,高学年児童が低学年児童に「おしえてあげ

よう。」としたり,低学年児童が,高学年児童の行動を

見て活動がわかったりと,高学年児童が低学年児童のモ

デルとなり,生活面の指導に重点を置くことができた。

このことで,高学年児童の低学年児童に対する意識,リ

ーダー意識が高まった。　　　　　　　　　　　　　　　くねにいさんのすることをよく見て〉

第2回のグループ編成では,高学年がリーダーとして活動できるよう児童同士の人間関係に着目

した。その結果,話し合い活動ができ,それぞれのグループが主体的に活動することができた。

第3回のグループ編成は,第2回と同様のねらいで編成した。しかし,児童の中には,第2回の

グループのメンノミーが定着しており,混乱する児童も見られた。活動の発展性を考えると,第2・

3回は同じグループで活動していくことが必要であった。
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(4)評価

児童の評価においては,記述により,評価表の項目を複数の指導者で評価を行った。(資料参照)

このことで,個々の課題がより明らかにすることができた。

しかし,課題を次の児童の目標として手だてを考えていく際には,評価項目をより細かな具体的

なステップで設定おく必要があった。

さらに,児童の細かな評価にあたっては,指導者により観

点の異なる場合があった。指導をより効果的なものにするた

めには,複数の指導者間で,細かい個別の手だてを共通確認

しておく必要があった。

また,指導者の評価だけでなく,反省会の時間を設定し,

宿泊学習ノートに評価表をのせ,自己評価できるようにした

反省会で一日のことをしっかり振り返ることで,「できた。」

「できた。」と正の評価をするだけでなく,自分なりに「で

きんかった。」と負の評価をする児童もいた。

また,自己評価できる児童については,次の宿泊での努力

目標を自分なりに立てることができていた。

自己評価の際,VTR,写真などを手がかりに活動を振り

返ることによって次の宿泊への期待をもたせることができた

で き た か な ?

にもつのじゅんぴは
じふーんて.-しよう

り ○ △

あとか たっいけは
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○　 △

カ＼かリのしごと皇
が んば ろう

○　 △

ひとりで.かちたい竜
あらいよす

り○ △

軌 。lノててさ′二 〇 ふ 。、,。Jrこてさ′

△ して乙一.、-.

た の しか った こ と

;けくら、乙"あ′i・ろlJ Jいりおぺ

(5)レクリェーション係

今年度の宿泊学習では,今まで児童が行うものの,その中心は教師であったレクリェーションに

関することを係を設定することで,高学年児童に活動の一端を任せた。

これは,高学年児童が宿泊を伴う学校行事を通して係の概要を理解しており,「したい。」という

欲求を十分にもっている活動である。ということ,また他の学年の児童も含め学校行事の事前学習

として位置づけることができると考えたからである。

2回目,3回目の宿泊学習のレクリェーションをY児が中心となり活動をまとめていった。しか

し,2回目の宿泊学習のときは,実際のレクリェーションの運営が初めてだったこともあり,事前

に学級(高学年組)で練習しておいた形通りに,また,困った時には教師の働きかけにより進行し

ていった。3回目の宿泊学習では,前回の様子が理解できていたために,基本の活動はあるものの

その時々で,臨機応変な活動を展開していくことができた。

係の活動を通して高学年児童の様子を見てみると,Y児にかかわらず他の児童もレクリェーショ

ンは何をするか解っているのだが,やり方,方法が解らない。というような様子が見られた。しか

し,過去の経験から「やりたい。」という意欲は十分にあり,主体的に取り組んでいった。

ゲームの準備,実施と具体的に取り組む過程で活動の様子がわかり,1回目より2回目徐々に児童

の判断で活動できるようになっていった。

さらにレクリェーションノ係をするのは「お兄さん」「~ぉねえさん」という意識があり,学級全体

の中でのリーダー意識が高まり,宿泊学習をリードしていった。

低,中学年の児童も「3組(高学年組)になったらレク係ができる。」と期待を持つようになっ

た。

レクリェーション係は,他の学習でも発展を見せ,校外学習におけるノミスの中でも高学年組児童

がレクリェーション係としてゲームを考え,実施するなど発展を見せた。

レクリェーション係を通して高学年児童の経験が生き,さらに経験の幅が広がり,発展を見せた

といえる。
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資料　「宿泊学習ノート」　　第3回目の宿泊学習
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